
協力：長田幸子氏、大谷宗玄氏、松下智氏、中村羊一郎氏、王亜雷氏、河野眞氏、杉本りつ子氏

■ 開館時間 9：00～17：00（入場は16：30まで） 
■ 休館日 毎週火曜日（祝日の場合は翌日）、８月15日は臨時開館
■ 観覧料（常設展・企画展共通） 大人（15歳以上）300円、 学生 無料
※学生・70歳以上、障害者手帳をお持ちの方は、身分証明書のご提示で無料になります。
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❶ 工夫茶器（中国） ❷ 高麗茶碗 御所丸（韓国） ❸ トリオ（ティーカップ＆ソーサー、プレート）(イギリス) ❹ ❺ 茶の湯道具（日本） ※❷ ❹ ❺ 大谷宗玄氏蔵
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金谷駅北

旧東海道
金谷坂石畳

牧之原公園

空港入口
東名高速道路 相良牧之原 IC

富士山静岡空港

至 名古屋 新東名高速道路 島田金谷 IC
バイパス 大代 IC

至 静岡

大
井
川

473

73

金谷駅前

ルイジアナママ
金谷店

ザ・ビッグ

JR金谷駅

郵便局

タイヨー
セブンイレブン

金谷小学校
グラウンド

〒428-0034　静岡県島田市金谷富士見町3053番地の2
TEL 0547-46-5588　FAX 0547-46-5007
HP　https://tea-museum.jp

ふじのくに茶の都ミュージアム ・JR金谷駅より、バス・タクシーで約５分、徒歩約25分
・新東名高速道路：島田金谷ICより約13分
・東名高速道路：相良牧之原ICより約10分
・国道1号線：大代ICより 約10分

関連イベント

展 示 内 容

令和５年10月29日（日）
①11:00～12:30　②14:30～16:00 （各回90分）
博物館１階多目的ホール
川谷 眞佐枝氏（NPO法人現代喫茶人の会 副理事長）
各回先着20名（事前予約制、７月29日～受付開始）
500円（別途、会期中の観覧券が必要です）
中学生以上

令和５年９月１６日（土）、11月4日（土）
各日①10:30～11:00　②13:30～14:00
博物館２階企画展示室
10名程度（当日先着順）
※総合案内で整理券を配布します。
無料（当日の観覧券が必要です）

件名「海外の喫茶文化を楽しむセミナー」とし、本文へ
❶氏名（全ての参加者）、❷携帯電話番号・FAX番号、❸参加希望時間
を記入の上、送信してください。（一度に４人まで申込み可）

※スパイス、ミント、ミルクにアレルギーがある方はご注意ください。
※定員に達し次第、受付を終了します。
※内容は変更になることがありますので、詳細はホームページでご確認ください。

※写真はイメージです。

※当日、総合案内にて整理券をお受け取りの上、
　企画展示室前へお集まりください。

海外の喫茶文化を楽しむセミナー

「海外の喫茶文化を楽しむセミナー」

インドとモロッコの喫茶文化について学び、お菓子と
ともにお茶２種類を楽しみます。めずらしいお茶を味
わう機会ですので、ぜひご参加ください。

ギャラリートーク
学芸員が企画展の見所を解説します。

日時

場所

定員

参加料

日時

場所

定員

講師

対象

体験料

予約方法

FAX番号：0547-46-5007

※お預かりした個人情報はこのイベント以外に使用しません。 ※1週間経っても申込受付の返信がない場合は、お手数ですがお電話でご連絡ください。

❶インドネシアのテ・ポチ ❷ミャンマーのラペソー ❸エチオピアの路上茶屋の女性 ❹エジプトの路上茶屋の男性
❺ウズベキスタンのレモン・チョイ ❻インドのチャイ （画像❶～❻提供 長田幸子氏）
❼ティーボウル(イギリス) ❽ティーカップ＆ソーサー(イギリス) （当ミュージアム蔵）

路上茶屋の記念撮影コーナー

ふじのくに
電子申請サービス

FAX

右側の二次元コードからアクセス

AA

AA

BB

ふじのくに電子申請サービス又はFAXにてお申し込みください。 いろいろな
世界の茶器を

展示しているので、
ぜひ見に来てね！

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

章

章

章

章

日中韓の喫茶文化

アジアの喫茶文化

中東・アフリカの喫茶文化

イギリスの喫茶文化
　お茶は中国南西部が原産地とみられ、やがて長江に沿って江南地方に拡がり、7、8世
紀ごろ中国北部へも飲茶の習慣が伝わりました。当時、中国は唐文明の最盛期で、その
文明の力により、茶の文化は、その周辺の朝鮮半島や日本などへ伝わりました。やがて
15、16世紀には日本で茶の湯文化が誕生し、大航海時代が訪れると、ヨーロッパの船員
や宣教師の書物により、東洋の喫茶習慣や日本の茶の湯文化が紹介されました。17世紀
初頭にはオランダ船により日本のお茶が商品として初めてヨーロッパへ運ばれました。
　中国から世界中へ拡がったお茶は、陸路と海路で各地へ伝わり、気候風土や文化に
よって変化し、各地域の独自の喫茶習慣へと発展していきました。
　本展では「東アジア文化都市※」関連企画として、日中韓をはじめ、アジアから中東、
アフリカ、イギリスまでの喫茶文化を茶器と写真とともに紹介します。
※日中韓で毎年原則１都市を選定し、文化交流、文化芸術イベント等を実施する国家イベント

～日中韓をはじめとして中東・イギリスまで～

東アジア文化都市2023
特別企画展 世界の茶器と喫茶文化


